南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案
	[bookmark: _Hlk136278691]主に　①　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	２年生理系

	授業（科目）
	論理国語×数学A（コラボ授業）

	内容

	「論理国語」という科目であるが、この場合の「論理」とはどういうことだろうか。数学Aで学んだ不等式の応用問題を解き、接続表現を補うことで解き方の道筋がよりはっきり理解できることを体感したのち、国語の論理性が接続表現によって支えられていることを理解する。また、実践問題を解きながら、接続表現のさまざまなパターンを理解していき、評論文の読解や研究論文の執筆に生かしていくことを目指す。

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素
	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　

	
	D　課題対応力
	②研究手法の獲得

	
	Ｇ　コミュニケーション力
	[bookmark: _GoBack]①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	さまざまな教科で「論理」を学ぶことが謳われているが、教科によって「論理」のとらえ方はまちまちだと感じる。そこで、論理的に考えたり表現したりすることには教科を越えて共通点があることを実感し、ひとつの教科で学んだことを他教科や課題研究に応用して使える複眼的思考力を養う。


[bookmark: _Hlk136278889]指導略案
	指　　　　　　

　　導　　　　　



　　　過　　　　　



　　　程
	生徒の学習活動
	時間
	教師の活動
	留意事項

	
	導
　　入
	１　本単元の目標を把握する。
	5
	○事前に数学と国語の宿題を一題ずつ解いてきたかを確認する。
	・プリントを配布する

	
	展開1
	１ 不等式の文章題の解き方を確認する。

2　国語における論理性が接続表現にあることを理解する。
　 参考資料：野矢茂樹
『論理トレーニング101題』
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30
	○数学担当者から宿題の解法の説明を行う。必要最低限の式と答えを板書する。
○国語担当者に変わり、宿題の解答をペアワークで確認させる。
〇接続表現についての説明を行い、宿題の解説を行う
	




【評価方法】
○発表内容
○プリントへの書き込み
○振り返り
　・記述
　・ルーブリック


	
	展開2
	3　不等式の解法を接続表現の視点から再度見直し、式と式の間にどのような論理の展開があるのかを理解する
	



	○接続表現にどのような種類があるのかを考えさせる。
〇式と式の間に接続表現が隠れていることに気付かせる。
	

	
	整
理　　
	１　本単元のまとめをする。
	50
	○論理性とは何かについて振り返りを行う。課題の指示。
	


授業を通して身につけさせたい「未来デザイン力」とその要素を選んで表中の欄に記入する。数は不問。
	Ａ　キャリアプランニング
	①社会貢献意識　②社会・大学分析　③自己分析・目標設定

	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	Ｃ　自己管理力
	①自己研鑽　②主体的判断　③タイムマネジメント

	Ｄ　課題対応力
	①テーマ（問い）設定　②研究手法の獲得　③創意工夫

	Ｅ　自己有能感
	①成功・挫折体験　②ストレスマネジメント　③レジリエンス

	Ｆ　品性ある言動
	①生命尊重　②多様性尊重　③相手意識
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